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第３号  平成３０年５月３０日 発  行 

    紀美野町立美里中学校 
〒640-1235 

和歌山県海草郡紀美野町野中 494-1 
ＴＥＬ０７３－４９５－２０１６ 
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 一時の、真夏のような暑さがしばしの間なりを潜め、ここ数日は過ごしやすい日々が続いていま
す。学校園の花や野菜もすくすく育ち、生徒たちは落ち着いて勉強や部活に励んでいます。１年生
もずいぶんと中学校生活に慣れてきたのか、中１らしい元気な声が校長室にまで聞こえてきます。 
 そんなさわやかな５月の空の下、３年生を引率して修学旅行に行ってきました。今年のスローガ
ンは「TRAVEL―(T)楽しく・(R)るんるん・(A)歩いて・(V?)勉強しながら・(E)njoy・（L)et's go」
というものでした。少し無理はあるものの、楽しく覚えやすいスローガンです。出発前に私は、｢楽
しい『トラベル』が難儀な『トラブル』にならないようにしましょう。『Let's』の『 's』は『us』
のことです。旅行中はいつでも自分の事だけでなく『私たち』つまり仲間のことを考えるようにし
ましょう」と彼らに話しました。 
  １日目の５月９日、お楽しみの東京ディズニーランドに向かいました。平日だったのと天候が不
安定だったのとで来園者がとても少なく、普段は３時間待ちのアトラクションも４５分で乗ること
ができるような状態です。事前の「寒暖の調節ができるようにしておくのですよ」という先生の指
示をよく守り、寒さ対策もばっちりでした。エレクトリカルパレードや花火が終わった頃、時間通
りに全員集合。 
 ２日目、眠い目をこすりながら、国会議事堂を目指します。この日最初に乗るＪＲの電車が酷く
混んでいて、大都会のラッシュアワーにまともに巻き込まれてしまいました。しかし、これも経験
です。国会議事堂を後にして上野動物園でしばし解散し、グループになって行動しました。その後
は、羽田空港内にあるＡＮＡ機体メンテナンスセンターの見学です。この日の夜は、劇団四季の｢ラ
イオンキング」の鑑賞。すばらしいミュージカルを目の前で見て、寝不足や昼間の雨の疲れも吹き
飛んだように元気になりました。 
  最終日、東京スカイツリーを見学しました。それから、最後の見学ポイント浅草に向かいました。
ここも国内外からの大勢の観光客や修学旅行生をかき分けるようにして仲見世通りを進み、浅草寺
にお参りしてグループ行動に移りました。お店で似顔絵を描いてもらって、お土産にする子もいま
した。 
  生徒たちは、３日間とも決まりや時間をよく守り、先生の指示をよく聞き、有意義な｢TRAVEL」
になりました。１３人の生徒に添乗員も含め大人が４人、大人１人あたり生徒３ .２５人という手厚
い団体旅行でした。だから、団体として小回りがきく上、生徒一人一人をきめ細かく見守り、声か
けができ、必要に応じた対応もできるという長所があります。生徒と教師の距離が近く、親密な人
間関係が築けます。 
 ところがその反面、生徒は先生に頼ってしまう気持ちを持ちやすくなります。私も実際に聞かれ
たのですが、電車で移動中に「先生、次どこで降りるん？」とか、さらには「次、どこへ行くん？」
と尋ねる子までいました。 
 
 修学旅行が順調かつ有意義に進んでいく中、東京の人混みの中を歩く生徒たちを見ながら次のよ
うなことを考えました。修学旅行では、欲を言えば、生徒が普段見聞できないことを自分で興味を
持って見たり、聞いたり、調べたり、体験したりしてほしいものです。また、少なくとも計画に則
って主体的に動いてほしいものです。大げさかもしれませんが、しかしこのままでは周りの価値観
や他人が敷いたレールに乗っかって満足していたり、自分の人生を生きられない人間に育ててしま
いそうです。子どもたち自身もそうですが、私たち教師も、気をつけなければなりません。 
 そうならないために、つまり、大人になって世の中に出て、自分の意思で自分の人生を歩んでい
けるような子にするためには、中学生の時期にコミュニティや社会の中で｢公共」を自覚する体験や
そこで責任を果たす経験をさせることが必要だと考えます。さらに、上で書いたような、手厚さや
きめ細かさといった本校の長所を活かしながら、成功体験を積み重ね、人の役に立って褒められる
経験をもっとさせてやりたいとも考えます。ただ、これらの体験は、学校の中だけでは質、量とも                          

に限られたものになってしまいます。保護者の皆様や地域の皆様のご協力があって、質の高い
数多くの経験を子どもたちにしてもらえるのではないかと考えます。このような視点を加えて
いただき、今後も本校教育にご協力の程、お願い申し上げます。 
                               校 長  嶌村 敏樹  

1 日目は東京駅で荷物をホテルに送ったあと東京ディズニーランドで班別行

動です。雨は途中で止み、６時間近く夢と魔法の国を堪能しました。  
2 日目は、まず国会議事堂を見学。そして、雷雨に打たれながら上野公園や

博物館などを散策。その後、ＡＮＡ機体工場を見学して、夕食後劇団四季の『ラ

イオンキング』を観劇しました。  
3 日目は、朝から東京スカイツリーを眺めて、浅草・浅草寺を散策。そして、

東京駅からたくさんの思い出とお土産話を乗せて「ひかり」「くろしお」と乗

り継いで海南駅に。町マイクロバスで学校まで帰ってきました。ちょっと涼し

くて雨にも振られたけれど、最高の修学旅行ができました。  

１日目 ディズニーランド入場ゲート前にて  

２日目 国会議事堂見学＆ＡＮＡ機体工場にて  

１・２年生は、３年生が修学旅行に行っている間

に「堺・緑のミュージアム ハーベストの丘」に行

きました。到着後、まずは「粘土キーホルダー作り

体験」です。みんな必死になって作品作りに精を出

しました。お弁当を食べたあとは、「空中アスレチ

ック」に挑戦です。地上から高さ最大８ｍのロープ

や橋をスリル満点、バランス感覚を研ぎ澄まし悲鳴

と絶叫を上げながら、渡りました。係の方も生徒の

様子にとても喜んで下さいました。他にも芝滑りな

ども体験し、存分に楽しんできました。  

全体で準備体操・諸注意のあと、各グループに分かれ

50m 走や長座体前屈など７種目にチャレンジしました

（長距離走は後日、体育の授業で実施しました）。それぞ

れの場所で大きな声で担当の先生に「お願いしま～す」

と元気よく挨拶。種目別に説明を聞き準備体操や練習を

行い、いざ本番。全力で一つ一つの種目をやりきりまし

た。男子は上体起こし・長座体前屈・反復横とび、女子

は長座体前屈で昨年度の校内記録を上回りました。  

５月１６日から全校生徒参加の早朝マラソンが始まりました。スポ
ーツ庁から出された「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラ
イン」を受けて、今年度から平日は週１日の休養日をとります。その
関係で早朝マラソン練習が水曜日と金曜日の週２日になりました。  

間隔が開く分、練習がしんどく感じるかもしれませんが、勉強をす
るにもスポーツをするにも、体力が必要です。体力がつくと、今まで
「しんどい」と感じていたことも楽に感じるようになってくるもので
す。自分に負けず、限界を引き上げて下さい。  
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授業参観・育友会親子教育講演会 6/20 開催のお知らせ 
本年度の育友会「親子教育講演会」は、元バルセロナ日本人学校校長の東浦一馬先生に来

ていただきます。地方教育相談員の経験から、思春期の子どもの人間関係からくるストレス

や親子関係のあり方などについてもお話いただく予定です。 

つきましては、ご多用の折誠に恐縮ですが、ご出席くださいますようよろしくお願い申し

上げます。 

（１）授業参観１３：４５～１４：３５     （２）教育講演会１４：５０～１６：００（多目的ホール） 

   １年生…体育（体育館）         演 題 「 がんばれ、思春期 」 

２年生…理科（本館２階：理科室）    講 師  東浦  一馬氏 

３年生…英語（本館１階：３年教室）       （元 バルセロナ日本人学校 校長） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(4)          

１日（木）中間テスト２日目③～⑥限授業 

     ２年ブラッシング指導⑤限 英検 

２日（土）育友会親睦スポーツ大会 

19:00～（農村Ｃ） 

     海草地方歯科ポスター展[海南市保健 

      ２日 10:00～16:30   福祉センター] 

      ３日 10:00～15:00 

４日（月）部活動あり 

５日（火）３年第２回到達度テスト  

６日（水）４５分授業（給食なし） 

下校 12:30(バス 12:30) 部活動なし 

     （午後：町教職員合同研修のため）  

８日（金）衣替え猶予期間終了 

 

９日（土）県ソフトテニス選手権大会（男子） 

10 日（日）県ソフトテニス選手権大会（女子） 

     会場：白浜町テニスコート（男女共） 

11 日（月）夏服完全実施 

12 日（火）スクールカウンセラー来校 

14 日（木）耳鼻科検診 

15 日（金）交通街頭指導 

17 日（日）少年メッセージ 2018 海草地方大会  
３年  林  香里さん出場（海南市民会館）  

19 日（火）スクールカウンセラー来校 

20 日（水）⑤限授業参観 

⑥限教育講演会「頑張れ、思春期」   

25 日（月）期末テスト発表 下校安全パトロール 

 
※補充学習…6/26～29 の予定  
  期末テスト（7/2～4）  

茶道
ちゃどう

体験 
5/1、2 

 今年も茶道裏千家の橋本宗雪（そうせつ）様に茶道を教えて頂きまし
た。学年が上がるにつれて少しずつ教えて頂く内容も本格的になってき
ます。１日に、３年生は翌日お招きする神野保育所の年長さんにお茶を
点てるための流れと作法を教えていただきました。翌日は、園児を前に
してお兄さん、お姉さんらしく、真剣にお点前を披露することができま
した。園児のみなさんから「ありがとう」の言葉を何度もいただきまし
た。  

１年生は、袱紗（ふくさ）の作法に少し苦戦しましたが、とっても真
剣に体験することができました。２年生は足のしびれと戦いながらも昨
年の経験からか袱紗（ふくさ）の作法はまずまずできていました。 

※豆知識…「茶道」の読み方は、「表千家」では「さどう」、「裏千家」
では「ちゃどう」と読みます。また、お茶は「表千家」ではあまり泡立
てませんが、「裏千家」ではよく泡立てます。  

 

＜生徒感想より＞  
・今日は茶道の作法や袱紗の扱い方などを教えていただきありがとうございました。掛け軸や
花、花瓶にまで奥深い意味や味があることが分かりました。二年生になってやることが少し増
えて難しくなっていましたが、一番難しかったのは袱紗の扱い方でした。茶道は華やかではな
くても、質素な中に味わいを見つけ、それをじっくり楽しむ。一輪の花を立て、掛け軸を飾る
など落ち着いた風格を楽しむということが分かりました。その上、「一期一会」という道具や
先生に出会えた事に感謝したり、大事にすることが大切なんだなあと思いました。  
・掛け軸と花はとてもきれいだなあと思いました。掛け軸の意味がとても興味深かったです。
久々に茶道をして、袱紗のたたみ方や作法の仕方は大体覚えていましたが、なかなか思い通り
にいきませんでした。和菓子もとても綺麗な形で、自分でも和菓子をつくってみたいなと思い
ました。歩き方や回転の仕方もなかなか覚えられませんが、明日は  
保育所の子供や先生方にしっかりとおもてなしをしたいと思います。  
掛け軸「喫茶去（きっさこ）」…意味：お茶を一服いかがですか  
花…「大山れんげ」（左）と「やまぼうし」（右）  

 

共育コミュニティコーナー 
 ５月の共育コミュニティ事業は、５月１１日（金）に、

農村センターゲートゴルフ場で、1 年生が紀美野町ゲートゴ

ルフ協会の弓庭会長さん、共育コミュニティ・コーディネー

ターの小坂さんにゲートゴルフを教えていただきました。  
 初めて体験する生徒が多く、ルールやｽｺｱの書き方や打ち

方、どこを狙うかなどを教えて頂きました。生徒達はスティ

ックを玉に当てるコツをつかむのも早く、楽しんで体験する

ことができました。弓場会長から、「ゲートゴルフは紀美野

町が発祥です」「競技者が高齢化してきているので、若い人

たちが興味をもって競技をしてくれるのは大変うれしい」な

どの話を頂きました。次はお父さんと一緒にくる」と、とて

も興味をもったようです。  
９月の和歌山大学教育学部附属特別支援学校との交流会

では、この経験を生かして一緒にゲートゴルフを行いたいと

思います。  

和歌山県警察本部  少年課  少年サポートセンターの方に来ていただき、１年生がキッズサポートスクール

の授業を受けました。内容を生徒から保護者の方に説明し、保護者の方にも感想等を書いていただきました。 
（生徒アンケートより）  
・刑法の罪がとても多かった。少しのことで大事になることが分かった。  
・「心のブレーキ」を大事にして、人のことを傷つけないようにしたいと思った。  
（保護者アンケートより）  
・パネルにあったメールでのいじめに関することが印象に残ったそうです。思春期に入り、  
環境も変わって、いじめたりいじめられたりはしていないかなと、私も気にはなっています。どちらの側で

も傷つくことになるので、お互いを思いやる気持ちをこれからも大切にして欲しいと思います。  
・警察の方が授業をしてくださると、親が教える以上に、心に響くと思うので、とても良いことだと思いま

す。まだまだ、子供は未熟なので社会のルールをきっちりと教えて行かないといけないなと思いました。  

(3) 


